
 

（第２号様式）   
令和４年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立麻生総合高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①教科等横断的
な視点に立ち、
確かな学力と生
きる力を育む教
育課程を編成す
る。 
 
 
 
 
 
② 教 育 の 情 報
化、ICT を活用
した教授法の研
究に組織的に取
り組み、授業力
向 上 を 推 進す
る。 

①新教育課程に
即した形で本校
の単元と指導の
計画を整備し、
旧課程の授業か
らの円滑な移行
を行う。 
 
 
②主体的・対話
的で深い学びの
更なる実現に向
けて、ＩＣＴを
活用するととも
に、指導と評価
の改善に向け組
織的な授業改善
を継続する。 

①旧教育課程から
新教育課程へ移行
する中で、教科や
関係グループが中
心となって、評価
できる観点につい
て、確認し実践し
ていく。 
 
②ＩＣＴや１年次
からの１人１台端
末を効果的に活用
するなどして、組
織的な授業改善に
努める。 

①教科横断的な
視点や学びの継
続性を意識しな
がら、年間指導
計画を示し、達
成度や課題を、
生徒の授業評価
などから確認で
きたか。 
②ＩＣＴを活用
した教授法の工
夫やその他活動
を通じて、生徒
の学びの深まり
が促進できたか
を、生徒の授業
評価などから確
認できたか。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒と保護者
が安心できる学
校環境を整備し
たうえで、生徒
一人一人に満足
感と自己肯定感
を醸成する取組
を推進する。 
②「いのちの尊
重 に 関 す る 教
育 」 を 充 実 さ
せ、社会性・自
主性を育む取組
みを推進する。 

①生徒が安心し
て学校生活を送
れるように、実
態を把握し、ニ
ーズに合わせた
支援を行う。 
②「いのちの尊
重に関する教育
」に取り組むた
め、自己肯定感
を高め、他者理
解を推進する活
動を学校教育全
体を通して実施
する。 

①面談、各種指導
や支援、講演会な
ど、安全啓発の教
育活動を計画し実
施する。 
 
②部活動、委員会
活動では、教員も
積極的に関わり、
活動を活発化させ
ることで、生徒の
自己肯定感や他者
を理解する心を育
成する。 

①面談、立番、
巡回指導、服装
頭髪指導などを
計画的かつ組織
的に継続できた
か。 
②生徒の各種活
動により、自己
肯定感が育まれ
たり、他者理解
が進むなどの心
情の変化が、生
徒の言動に表れ
るようになった
か。 

     

３ 進路指導・支援 

①新入試制度や
経済状況の変化
に対応した進路
指導を充実させ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
②多様な進路希
望の実現により
自己肯定感を育
み、社会的・職
業的に自立でき
る人間を育成す
る。 

①生徒一人ひと
りのニーズに対
応した進路支援
を実現する。 
 
 
 
 
 
 
②生徒に、成人
年齢引き下げや
自らの進路につ
いて考えさせ、
希望する進路の
実現を図る。 

①一人ひとりの生
徒の進路実現に対
応するため、「相
談員制度」体制を
構築する。 
 
 
 
 
 
②キャリアパスポ
ートやガイダンス
科目を利用し、３
年間を見据えた進
路支援体制を確立
する。 

①就職希望の生
徒が、 90％以上
進路実現できた
か。 
①自己理解や進
路情報（費用を
含む）提供のた
めの支援を、全
年次に適切に行
えたか。 
②生徒に自らの
進路について考
えさせ、多様な
力を積極的に身
に付ける内容の
ガイダンス科目
を計画的に開講
できたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

①地域社会との
交流を深め、協
働 態 勢 を 構築
し、信頼される
学校づくりを進
める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②社会に開かれ
た教育課程の実
現を目指す。 

①②感染症対策
を行って、地域
社会との連携や
協働の安全な実
現を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②本校の魅力と
特色を、中学生
や保護者に分か
りやすく伝え、
入学志願につな
げる。 

①ボランティア活
動など地域に貢献
する活動を安全に
実施する。 
①企業や地域と連
携した取組により
地域の教育力を活
用する。 
 
 
 
 
 
 
 
②本校の魅力と特
色、特に生徒の活
動を、説明会やＷ
ｅｂ広報により分
かりやすく伝えて
いく。 

①ボランティア
委員会、部活動
を中心に、生徒
が自発的、積極
的に地域に貢献
できたか。 
①コンソーシア
ム等を活用し企
業や地域と連携
した授業の実践
や、地域の行事
と連携するなど
により、地域の
教育力を活用で
きたか。 
②学校説明会の
回数、時期、開
催方法等を改善
し、学校ＨＰの
内容を、適時に
迅速に更新でき
たか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①教職員一人ひ
とりが、不祥事
を自らのことと
認識し、生徒・
保護者等から信
頼される学校運
営を行うととも
に、教員の働き
方改革を推進す
る。 
 
 
 
 
 
②生徒の安心安
全な生活を守る
ため、災害対応
力及び環境への
意識を高める。 

①常に自分ごと
として不祥事を
捉る意識を高め
させることで、
不祥事ゼロを目
指す。 
①働き方改革や
ワークライフバ
ランスを推進す
る。 
 
 
 
 
 
②生徒の安心安
全な生活を守る
ために、防災や
環境問題に対す
る意識を高める
教育を行う。 

①不祥事防止会議
で、本校に必要な
研修等を企画し、
未然防止につなげ
る。 
①勤務時間を常に
意識し、業務改善
・効率化について
組織的に検討し、
実行する。 
 
 
 
 
 
②より実践的な防
災訓練やＤＩＧを
実施し、防災意識
を高める。 
②身近な清掃活動
や消毒等感染予防
対策を通じて、身
の回りの環境につ
いて考えさせる。 

①不祥事防止会
議では、本校で
のヒヤリハット
案件を取扱うな
ど、より具体的
に不祥事を考察
することで、自
分ごとして捉え
ることができた
か。 
①ノー残業デー
を軸に、種々の
場面で業務の効
率化を推進でき
たか。 
②感染症対策を
導入した防災訓
練やＤＩＧを行
うことで、生徒
の防災への意識
は高まったか。 
②清掃活動・消
毒等感染予防対
策を通じて、身
の回りの環境問
題について、生
徒の意識は高ま
ったか。 

     

 

 


